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学力向上推進研究の概要 
 
１ はじめに 

本校は、平成 30 年度から 2 年間にわたり、埼玉県教育委員会より学力向上研究校
に指定され、次に示す研究を進める委嘱を受けた。そして、取組の成果は、次年度の
前記調査で検証し、効果のあった取組を県内に普及するとのことであった。  

 
(1)埼玉県学力・学習状況調査及び全国学力・学習状況調査を活用し、学校における

学力向上の PDCA サイクルの確立に向けた実践的研究を目指すこと。  
 

①埼玉県学力・学習状況調査の結果の活用  
児童生徒一人一人の学力や学習の状況を把握し、学習指導の改善・充実を図る。  

②全国学力・学習状況調査の問題と結果の活用  
問題を解くことや児童生徒の誤答を分析することを通して、学習指導の改善・
充実を図る。  

③コバトンのびのびシートを活用  
児童生徒一人一人の学力や学習の状況を多面的に把握し、より効果的な指導方
法を見いだし、教職員で共有し、学習指導の改善・充実を図る。  
 

(2)中学校においては、加配教員が小学校（兼務校 3 校：三輪野江小学校・栄小学校
・旭小学校）において算数を指導するなどの連携を図ること。  

 
また、吉川市では、教育大綱の「志」教育で、「学力」、「体力」、そして、「非認

知能力」を高める授業を進めていくことが掲げられ、新学習指導要領に基づく教育活動を
行っており、吉川市の教育の発展のために、埼玉県教育委員会の指定とあわせて研究委嘱
を受け、様々な取組を行ってきた。そして、この度その研究の一端をここにまとめた。 

 
２ 研究主題  
「学力の向上と学習習慣の確立」 

～主体的学びを目指して、深い見方・考え方を育成する～ 

 
３ 研修課題設定の理由（県学調の結果分析より）  
 昨年度 4 月に実施した埼玉県学力・学習状況調査の結果について分析してみたと
ころ、本校の生徒の実態として以下のことがわかってきた。  

学力レベルは、全学年ともに国語、数学はともに県平均。英語は、県平均を上回ってい
た。学力の伸びをみてみると、2，3 年ともに数学に課題があった。 
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課題のある 2 年生の数学を中心にさらに詳

しくみてみると次のようであった。 

①「数と式」・「関数」・「資料の整理」の

基礎、基本の知識や技能が、県に比べて中間

層で伸び悩んでいる。 

②「図形」では、見方や考え方、記述式は県

平均を上回っている。 

 

①、②について昨年度の学習などを振り返っ

てみると、授業中ではアクティブ・ラーニン

グを意識した指導を実施し、自分の考えと友

達の考えを比較検討した授業展開により、見

方や考え方が伸びた半面、基礎・基本の定着

のための演習の時間が十分にとれず、宿題な

どにより各自に復習をゆだねたことにある

のではないかと考えた。 

また、質問紙では、数学の学力の伸びと予

習・復習をすることには相関関係がみられ

た。学力上位層は十分であるが、中間層はこ

れが不十分であることがわかる。加えて、中

1 ギャップの問題があると考えられる。特に、

小学校と中学校の学び方の違いに戸惑いを感

じる生徒は多く、指導者の説明の早さやノー

トのまとめ方、授業展開のスピードや学習内

容の量は、小学校と比較して差が大きい。さ

らに、南北 10ｋｍに及ぶ本校学区の広さによ

り、ほぼ全員が自転車通学者で、３０分以上

かけて通学することは、小学校と比較しても

かなりの負担になっている。 

 

次に学習方略についてみてみると、1 年生

は、すべての項目について県平均より下回っ

ている。また、２年生はほぼ県平均と同様で

あるが、プランニング方略が県を上回り、作

業方略が県を下回っている。また３年生も県

とほぼ同等であるが、柔軟的方略と、非認知

能力の自制心はよいものの、作業方略が下回

っていることがわかった。 

 

以上の分析結果などから、研修主題を「学
力の向上と学習習慣の確立」とし、副題を「～
主体的学びを目指して、深い見方・考え方を
育成する～」として、研修を進めていくこと

とした。研究のスタート時は数学を中心とした研究であるが、学力向上を着実に推進する
ために、全教科及び全教育活動で研究を進めていくことにした。 
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４ 現状と課題を踏まえた仮説 

 本校の生徒の現状を踏まえた課題から、学力の向上を推進するために、以下のように(1)

～(4)の仮説を立て、研究を進めた。 

(1)学力の伸びがみられる教科や設問を精査し、授業を検証することから、学校として効果

の高い指導法等を共有することで、学力を伸ばすことができるであろう。 

(2)伸びが見られた生徒とそうでない生徒の１年間の学習状況や生活などを検証し、それぞ

れの長所や課題を見出すことが学力や学習方略と非認知能力の向上につながるであろ

う。（のびのびシートなどを活用） 

(3)生徒に単元ごとのロードマップ(学習の進め方)を提示し、学習の見通しをもって取り組

ませれば、学力を伸ばすことができるであろう。 

(4)小学校の算数の学び方と数学の学び方の連携を図ることが学力向上につながるであろ

う。（中１ギャップの解消） 

 

５ 研究組織 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ １年目の研究実践 

(1)主体的・対話的で深い学びを実現するための授業改善 

 ①本校生徒の学力などの状況を分析し、課題や研究の方向性を決めた 

   埼玉県義務教育課や東部教育事務所学力向上推進担当の先生方からのご指導の下、

埼玉県学力学習調査や全国学力学習状況調査を「深い学び部会」・「非認知部会」で

分析して、前述のように本校生徒の実態を把握し、その原因をさぐり、学校全体で進

めていく具体的な研究方法について検討した。話し合いの内容から、研究仮説を設定

し、具体的な研究実践について全職員で共有した。 

  

②中１ギャップなどを解消するための小中合同研修会の実施 

   東中学校学校区の小学校３校と夏期休業中に合同研修会を実施し、２つの部会で、

「主体的・対話的で深い学び」の授業について相互に意見を交換し、中学校の課題の

現状を伝えるとともに、小学校の算数の授業などで、問題解決型の授業の流れ「つか

む→かんがえる→たしかめる→まとめる」について中学校の授業でも進めることが大

切であることを共有した。 
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 ③H２９年度の１年生の数学の授業分析（コバトンのびのびシートを活用して） 

 

H30 年１月に、コ

バトンのびのびシー

トを活用し、数学に

課題があった生徒数

名に個別面談を実施

し、数学の授業や家

庭学習などについて

聞き取り調査を行

い、伸び悩みの原因

を探った。その結果、

授業については「内

容が分かる」と回答 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

した生徒が多かった。家庭学習の仕方や、

定期テストの取り組みの仕方に課題があ

るようであった。また、授業の進め方につ

いて、図 A の生徒は、「わからないのに先

に進んでいる」と回答していることから、 

「①授業に見通しを持たせて進めること」 

「②まとめの時間に本時の振り返りをす

ること」 

が授業では必要であると分析した。 

また、授業で良かったことについては、

ICT の活用や、教師の説明、教え合い学習

をあげており、引き続き「わかりやすい授業の工夫」や、教師の熱意が大切であるこ

とを再確認した。 

 ④数学の授業改善（教師の指導のスキルアップ） 

   数学科で複数回研究授業を行い、「主体的・対話的で深い学び」の授業はどうある

べきかをテーマに話し合いを実施した。その中で、毎時の授業で「見通しを持たせる

こと」、「どんな発問が有効か考えること」、「４人グループで教え合うこと」、「ま

とめで適用問題を解かせること」が大切であることを共有し、授業計画に盛り込んで

いくために、各自授業計画ノートを作成、活用するなどして指導のスキルアップを図

った。 
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⑤専科加配による３校訪問で小中の連携を図る 

   毎週火曜日に数学専科加配の教員が市内３小学校（三輪野江小・栄小・旭小）を順

番に訪問し、授業サポートや指導、研究授業などを行ってきた。また、計算の苦手な

児童が多い場合は、「算数教室」を実施し、計算力の向上を図った。訪問により、小

学校と中学校の指導の仕方の違いが、中１ギャップのひとつの要因と考え、「問題解

決型」の授業展開を小中で共有した。また、小学校において発問の仕方や授業展開に

ついて、意見を交換したり、「ICT の効果的な利用の仕方」や「授業の流れがわかる板

書計画」や「ノートのとり方」などを共有した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

数学部会研究授業  
①平成３０年 ７月１１日 １年４組「文字式」 東部教育事務所学力推進担当 木村優二 先生  
②平成３０年１１月 １日 ２年２組「平行と合同」埼玉大学教育学部准教授 松嵜昭雄 先生  
③平成３０年１１月２０日 １年１組「平面図形」東部教育事務所学力推進担当 木村優二 先生  
➃平成３１年 ２月２５日 三輪野江小学校６年１組「中学校体験入学コース：分数で表せない数」  
                       東部教育事務所学力推進担当 木村優二 先生  
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７ ２年目の研究実践 

２年目は、研究を大きく分類すると、以下の４つの領域で取組を実施した。 

(1)授業の改善・・・教師が変わる→生徒が変わる 

   ○主体的・対話的で深い学びの研究 

   ○その時間に何をできるようにしたいかを明確にする 

   ○「見通し」を持たせて授業開始を心がける 

   ○授業力向上２WEEKS の実施でお互いの授業を評価する 

   ○小中連携で小学校・中学校の学びを共有する 

(2)信頼関係づくり・・・学級経営 

   ○「2 分間道徳」で話題の引き出しを増やしていく 

   ○「あれから１週間作戦」で、生徒の心に寄り添っていく 

   ○「３人目の声かけ」で担任の先生の思いを生徒に伝える 

(3)学ぶ環境の改善 

   ○生徒会主催の授業評価（RYH プロジェクト）で授業態度などの見直し 

   ○学習の塔・課題学習の塔・課題テスト・コバトン問題で学ぶ意欲を高める 

   ○自然に目に入ってくる「学力向上クイズ」で、意識を高める 

(4)自分のことを家族とともに考える 

   ○コバトンのびのびシートで自分の伸びを確認する 

 

(1)授業の改善について（数学科から全教科へ） 

教師が変わる→生徒が変わる 

昨年度数学を中心に授業改善を行ってきた。学力の向上を推進するためには、当然

すべての教科で「主体的・対話的で深い学び」を活用した授業を行っていく必要があ

る。そこで、若い教員が多いことから、指導のスキルアップが大切と考え、そのため

に年次研修だけでなく、ベテランの教員の授業も含めて、互いの授業を見学し合って、

相互評価する取組を実施している。具体的には、「授業力向上２WEEKS～１コマ 10 分

研修」として、期間を設け、1 人７コマ以上の授業を参観している。また、参観者は評

価シートに率直な感想や意見を記入し、返却している。授業評価することは、指導技
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術や授業展開の質を高めるため、とても有効であると考える。特に若い教員からベテ

ランの教員への言葉や、ベテランの教員から若い教員へのアドバイスなどは、とても

新鮮で刺激を感じることがあった。また、夏季休業中の校内研修などで、埼玉県学力

学習状況調査の昨年度のクラスに戻した帳票を分析し伸びの大きかったクラスの授業

をふりかえると学力を高めるための授業として、 

○主体的・対話的で深い学びの研究を進める 

  ○その時間何をできるようにしたいかを明確にする 

  ○「見通し」を持たせて授業開始をこころがける 

  という 1 年目の取り組みが十分に実践できたといえるクラスほど効果がでたことを確

認し、今年度も数学科以外でも、このことを踏まえた授業計画を進めていくことを全

職員で共有した。そして、学習意欲を高め、進んで学ぼうとする姿が、どの時間でも

見られるようにしていきたいと考えている。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○小中連携で小学校・中学校の学びを共有する 

 

「入学時の算数の学力の平均値

が埼玉県全体の平均値と同等で

ある 1 年生の数学の学力を伸ばせ

ていない原因は、小中の授業の違

いを埋められてないこと」と考え

られる。今年度も、引き続き専科

加配教員が、毎週火曜日に市内３

つの小学校で算数の授業を行っ

ている。数学科では、1 学期に、

昨年 1 年間指導した生徒たちに加

配教員が「問題解決型の授業」で

研究授業を行い、授業のあり方を再確認した。また、小学校の算数の問題解決的な学びの

指導を中学校でもスムーズに引き継ぐため、市教研の算数・数学部会で研究授業を行った。

（令和元年度 10 月 30 日栄小学校）これらの取組により、単に受験を意識した数学ではな

く、中学校の授業でも、見通しを持ち、自分で考え、協働的な学習を進めながら課題解決

していく授業実践を行い、連携を図っている。 

 

数学部会研究授業  
①令和 元年 ７月 ８日 １年４組「文字と式」江戸川小中学校校長 小林 学 先生  
②令和 元年１０月３０日 栄小学校６年１組「全体を決めて：線分図を使って考える」  
                       吉川市教育委員会 佐藤勝俊 先生   
③令和 元年 ９月２０日 １年４組「方程式の利用」埼玉県新任校長研修会提案授業（VTR 撮影）  
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(2)信頼関係づくり・・・学級経営が大切（担任・教師と生徒との関わりを重視） 

○「2 分間道徳」で話題の引き出しを増やしていく 

○「あれから１週間作戦」で、生徒の心に寄り添っていく 

○「３人目の声かけ」で担任の先生の思いを生徒に伝える 

校長が４月に示す学校経営方針の柱として、「学級経営

の充実」がある。具体的には、上記の３つの取組を全教員

が共有する。 

「２分間道徳」は、校長が抜粋した新聞の切り抜きなど

の資料でタイムリーな話題で構成され、担任が朝の会や帰

りの会で講話をする際に使用する。校長から不定期に示さ

れる資料は、特に若い教員にとっては、「今日は何を話そ

うか」と話題に困ったときに有効であり、学級経営を充実

させている。 

また、「あれから１週間作戦」は、良いことも悪いこと

も生徒を指導した１週間後（２週間後）に、その後の様子

を確かめ、声かけをしていく取組で、担任と生徒、保護者

との信頼関係を築いている。 

さらに、「３人目の声かけ」は、第三者による支援である。具体的には、直接指導

した教員ではなく、該当生徒に対して、第三者の教員から「○○先生、君のこと褒め

てたよ」などと伝えている。自分が褒められているということを第三者の教員から伝

えられることにより、教員と生徒の信頼関係づくりに大いに寄与している。 

(3)学ぶ環境の改善 

 ○生徒会主催の授業評価（RYH プロジェクト）で 授業態度などの見直し 

○学習の塔・課題学習の塔・課題テスト・コバトン問題で学ぶ意欲を高める 

○学習に関する掲示物（階段・廊下等）の充実で学習に対する意識を高める 
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【生徒会による学習の取組】 

RYH（Raise Your Hands!） 

①「手を挙げよう！」プロジェクトとして、クラス間で 1 週間の挙手回数を競いあい、 

１番のクラスを学期末に表彰している。 

②生徒会主催の授業評価 

毎時間、あいさつ・チャイム席・意欲・総合評価の 4 観点を教科担当教員と学級委

員で行い、１番のクラスを学期末に表彰している。 

 

【学習の塔と課題テスト（1 年：青葉テスト・２年：みどりの森・３年：学習の塔）】 

家庭学習などを充実させるための取組である。「学習の塔」と呼ばれる掲示物に、家

庭学習提出回数を記録し、その高さを掲示している。達成感がある取組であり、多くの

生徒が欠かさずに提出できるようになっている。また、課題テストを３教科で実施し、

合格するまで問題練習を行っている。 

 

【学習に関する掲示物】 

廊下や階段などの普段目にする部分に、国語や英語などのクイズ形式の問題が貼られ

ている。また、ＮＩＥの取組として、英会話に関する掲示物も充実している。 

 

 

(4)家族とともに考える学力向上 

 ○コバトンのびのびシートで自分の伸びを確認する 

 

一昨年、特に数学の伸びに課題

があった生徒を対象に面接を実施

し、授業や学習状況の確認をし

て、授業改善を行った。 

同時に、追跡調査をした結果、

その生徒の伸びが著しく、学習カ

ルテとしての活用が有効である

と考えた。そこで、埼玉県学力学

習状況調査だけでなく、全国学力

学習状況調査や定期テストなど

の結果を掲載し、昨年度の学習と

比較して様々な角度から検証し、

自分の学習効果のあった学び方

を振り返らせる活動に使用でき

ないか検討を始めている。 

そして、この結果を、個人の励ま

しやアドバイスなどだけでなく、埼玉県学力学習調状況調査の個人結果表とあわせて三者

面談で有効活用できないか研究しているところである。 

また、このデータをもとに、個々の変化を比較し、生徒の変化の要因を検証し、校内研

修で共有し授業改善などに活かしている。 

 

資料は、同一人物の右が２年生、左が３年生のコバトンのびのびシート  
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８ 学力向上の取り組みを生き方指導に繋げる 

  本校では、数年前よりコミュニケーション能力を高める実践を授業や行事などで取り

入れている。特に、国際交流による文化の異なる他国の方々とのふれあいは、将来の生

き方指導につながると考える。これを成功させるためには、まさに、学力がどれだけ身

についているか、特に「非認知能力」がどれだけ高められているかということが重要と

考える。これまで、その実践として、オレゴン州レイクオスエゴ市の高校生との交流会

（平成 30 年度 7 月）や吉川市出身の JICA の関係者と南米アルゼンチンとの交流授業（平

成 30 年 2 月）を行ってきた。今年度も、12 月 19 日（木）に、チリ在住の方と Skype に

よるビデオ通話により、生中継で 3 年生との交流授業を計画している。ここでは、「な

ぜアルゼンチンやチリに行ったのか」など、直接の対話を通して、自分の生き方を考え

ることができることを期待している。 
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９ 研究の成果と今後の課題 

  今年度の埼玉県学力・学習状況調査

では、３年生の質問紙調査において、

「あなたは勉強する理由について、ど

のように考えていますか。」という問い

に対し、「勉強することが楽しい、好き

だから」と回答した生徒（「どちらかと

言えば、当てはまる。」と回答した生徒

も含む）の割合は、県平均 26.7％に対

して 1.3％高い 28％であった。  

しかし、研究当初の同学年の生徒は

同じ質問に対して、県平均 29.8％に対

して 8.4％も低い 21.4％であった。この

ことにより、「勉強することが楽しい、

好きだから」と考える生徒が大幅に増

えていることが明らかとなった。  

また、非認知能力の作業方略に関す

る質問項目として、「勉強していて大切

だと思ったところは、言われなくても

ノートにまとめる」という問いに対し

て「よく当てはまる」と回答した３年生

は、昨年度 24.5％から今年度は 31.8％

まで上昇し、「全くあてはまらない」と

答えた生徒も 11.3％から 8.3％へとか

なり改善されたことがわかる。  

さらに、左表のとおり数学に関して

は、学力を伸ばした３年生が 79.5％と

県平均 72.2％を大きく上回っている。  

また、学力を伸ばした生徒に関して、

２年時の所属クラスに戻して分析した

ところ、あるクラスでは 90％以上もの生  

徒が成績を伸ばしていたことが分かっ

た。  

  

本校の 1 年生の

国語・数学の学力

がなかなか伸びな

い。これは、全国的

な傾向とも考えら

れるが、本校が毎

年抱えている課題

であった。 

しかし、昨年度

に様々な取組を実

施した結果、表の
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ように国語・数学の中間層の学力がかなり伸びた。 

また、在学中の生徒の１年時の国語・算数の埼玉県学力学習状況調査の結果は、県

平均と同等か、若干上回っていたが、入学後の１年間の学習によって、以下のような

傾向が見られることが明らかとなった。 

① 中間層の基礎、基本の知識や技能が、県平均に比べて伸び悩んでいる。 

② 見方、考え方や記述式の問いに対しては県平均を上回っている。 

さらに、作業方略に課題があることから、いわゆる中 1 ギャップと呼ばれる躓きとして、

小学校と中学校の学び方の違いに戸惑いを感じる生徒、授業者の説明の早さやノートのま

とめ方、授業展開のスピードや学習内容の量、さらには部活動や自転車通学（本校の学区

は南北 10ｋｍにおよび、自転車で 30 分以上も通学に時間のかかる生徒もいる。）といっ

たことにも戸惑いを感じている生徒がいると考えられる。 

 

 

＜研究によって期待される成果＞ 

今年度最終的に次のような成果を期待している 

（１）令和２年度の埼玉県学力学習状況調査の結果から 

  ①学力を伸ばした生徒の割合をどの学年も８０％以上にすることを目標にする。 

（今年度 3 年生数学 79.5％） 

  ②学習方略、非認知能力の数値を２，３年は、０．２％伸ばす。１年生は県の平均よ

り０．１％上回るようにすることを目標にする。 

  ③家庭学習がほぼ毎日続く生徒が、９０％にすることを目標にする。 

  ④作業方略（ノートに書いたり、声に出したりといった作業を中心に学習を進める）

を県平均以上にすることを目標にする。 

（２）学校評価アンケートから 

  ①「家庭学習を毎日続けるようになった」と回答した保護者の割合が９０％以上にす

ることを目標にする。 

  ②「我が子が我慢強くなった」と回答した保護者の割合が７０％以上にすることを目

標にする。 

 

＜今後の課題＞ 

  ２カ年にわたり研究を進めてきているが、まだ道半ばと感じる。今後も以下の課題を

解決できるように地道に取り組んでいきたい。 

①1 年生の数学で、様々な取り組みをしてきたが、学力がなかなか伸びていない原因  

を究明する必要がある。 

②学習習慣が身につかない生徒への指導について検討する必要がある。  

③毎年多くの若手教員が入れ替わるため、指導力のスキルアップ体制を整える必要が  

ある。  

④非認知能力が県平均を越えてない項目が多いため、さらに原因を究明し、方策を考  

える必要がある 

 


